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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第62期
第２四半期
累計期間

第63期
第２四半期
累計期間

第62期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 13,490,090 13,858,812 27,311,269

経常利益 （千円） 444,577 394,965 852,643

四半期（当期）純利益 （千円） 261,858 243,779 489,664

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 729,000 729,000 729,000

発行済株式総数 （株） 4,592,000 4,592,000 4,592,000

純資産額 （千円） 7,912,736 8,459,750 8,134,223

総資産額 （千円） 16,978,741 17,382,111 17,198,744

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 57.85 53.78 108.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 57.65 53.69 107.81

１株当たり配当額 （円） － － 25.00

自己資本比率 （％） 46.6 48.6 47.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 754,648 △158,765 1,358,125

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △37,370 △95,980 △135,446

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △320,561 △161,540 △648,715

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 2,187,890 1,948,851 2,365,137
 

 

回次
第62期
第２四半期
会計期間

第63期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日

至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 28.59 46.10
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推

移については、記載しておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益については、当社は、関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境が回復傾向にあるものの、消費税増税に伴う

駆け込み需要の反動による消費の落込みや、円安による原材料価格の上昇等に加えて、海外経済の下振懸念もあ

り、景気は依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社が主として関連する塗料業界におきましては、こうした経済環境のもと、出荷数量は減少いたしました。

このような情勢のもとで、当社における当第２四半期累計期間の製品出荷数量は、73,066トン(前年同期比5.0％

減)となりました。

当第２四半期累計期間の業績といたしましては、消費税増税に伴う一時的な景気減退の影響で出荷数量は減少い

たしましたが、原油・ナフサ市況が引続き高止まりした結果、販売単価が高水準で推移したため、売上高は138億58

百万円(同2.7％増)と増収になりました。

主な品目別の売上高は、増加したものとしては、印刷用溶剤類が25億65百万円(同1.2％増)、特殊シンナー類が14

億７百万円(同13.7％増)、単一溶剤を中心とした商品が16億59百万円(同15.1％増)、減少したものとしては、単一

溶剤類が59億６百万円(同1.4％減)、エタノール・その他が６億45百万円(同2.5％減)となりました。

一方損益面では、効率的な原材料購入を推進するとともに経費削減に注力いたしましたが、円安等の影響により

国内の原油・ナフサ市況が高止まりしたことに加えて、激しい販売競争が継続した結果、営業利益３億94百万円 

(同12.8％減)、経常利益３億94百万円 (同11.2％減)、四半期純利益２億43百万円 (同6.9％減)となり、いずれも減

益となりました。

 

(2)  財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、173億82百万円(前事業年度末比１億83百万円増)となりました。これは主

に、受取手形及び売掛金の増加(同３億14百万円増)、原材料及び貯蔵品の増加(同82百万円増)等があったものの、

現金及び預金の減少(同４億16百万円減)等があったことによるものであります。

負債総額は、89億22百万円(前事業年度末比１億42百万円減)となりました。これは主に、短期借入金の増加(同１

億20百万円増)、未払法人税等の増加(同68百万円増)等があったものの、支払手形及び買掛金の減少(同１億96百万

円減)、長期借入金の減少(同１億22百万円減)、及び退職給付引当金の減少(同１億46百万円減)等があったことによ

るものであります。

純資産は、84億59百万円(前事業年度末比３億25百万円増)となりました。これは主に、利益剰余金の増加(同３億

18百万円増)等があったことによるものであります。
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(3)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べて４億16百

万円減少し、19億48百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において営業活動の結果使用した資金は、１億58百万円(前年同期は７億54百万円の収入)

となりました。これは主に、税引前四半期純利益の計上３億95百万円等があったものの、売上債権の増加３億14百

万円、仕入債務の減少１億96百万円、たな卸資産の増加75百万円、及び法人税等の支払額84百万円等があったこと

によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、95百万円(前年同期は37百万円の支出)となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出45百万円等があったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、１億61百万円(前年同期は３億20百万円の支出)

となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出１億22百万円、配当金の支払額１億13百万円等があった

ことによるものであります。

 

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(5)  研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は37百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,760,000

計 11,760,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,592,000 4,592,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 4,592,000 4,592,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 ― 4,592,000 ― 729,000 ― 666,880
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社 坪井 東京都大田区南馬込２丁目24－28 556 12.11

坪 井 典 明 東京都大田区 554 12.06

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 247 5.37

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 169 3.68

ビービーエイチ　フイデリテイ
ピユーリタン　フイデリテイ
シリーズ　イントリンシツク
オポチユニテイズ　フアンド
(常任代理人　株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行)

245 SUMMER STREET BOSTON
MA 02210 U.S.A.
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

150 3.26

丸善石油化学株式会社 東京都中央区入船２丁目１－１ 130 2.83

大伸化学従業員持株会 東京都港区芝大門１丁目９－９ 124 2.71

竹 田 和 平 愛知県名古屋市天白区 100 2.17

坪 井 宏 造 東京都大田区 80 1.75

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 73 1.58

計 － 2,184 47.57
 

(注) 発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 58,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,528,000 4,528 －

単元未満株式 普通株式 6,000 － －

発行済株式総数  4,592,000 － －

総株主の議決権 － 4,528 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式726株が含まれております。

 

②  【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 東京都港区芝大門     

大伸化学株式会社 一丁目９番９号 58,000 － 58,000 1.26

計 － 58,000 － 58,000 1.26
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、應和監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,119,137 2,702,851

  受取手形及び売掛金 ※1  7,921,302 ※1  8,236,053

  商品及び製品 156,286 148,948

  原材料及び貯蔵品 658,339 740,738

  その他 ※1  607,954 ※1  670,333

  貸倒引当金 △665 △1,471

  流動資産合計 12,462,354 12,497,454

 固定資産   

  有形固定資産 3,615,151 3,598,945

  無形固定資産 70,013 81,357

  投資その他の資産   

   その他 1,077,623 1,237,429

   貸倒引当金 △26,398 △33,075

   投資その他の資産合計 1,051,224 1,204,354

  固定資産合計 4,736,389 4,884,656

 資産合計 17,198,744 17,382,111

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,827,251 6,630,918

  短期借入金 － 120,000

  1年内償還予定の社債 70,000 70,000

  1年内返済予定の長期借入金 244,000 244,000

  未払法人税等 90,154 159,024

  賞与引当金 127,400 118,610

  その他 347,267 479,764

  流動負債合計 7,706,073 7,822,316

 固定負債   

  社債 350,000 315,000

  長期借入金 465,250 343,250

  退職給付引当金 346,111 199,430

  役員退職慰労引当金 142,275 150,875

  その他 54,810 91,487

  固定負債合計 1,358,447 1,100,043

 負債合計 9,064,521 8,922,360
 

 

EDINET提出書類

大伸化学株式会社(E00917)

四半期報告書

 8/16



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 729,000 729,000

  資本剰余金 669,352 669,352

  利益剰余金 6,750,658 7,068,934

  自己株式 △42,131 △42,131

  株主資本合計 8,106,880 8,425,156

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 21,851 29,103

  評価・換算差額等合計 21,851 29,103

 新株予約権 5,491 5,491

 純資産合計 8,134,223 8,459,750

負債純資産合計 17,198,744 17,382,111
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 13,490,090 13,858,812

売上原価 11,592,494 12,045,271

売上総利益 1,897,596 1,813,541

販売費及び一般管理費 ※1  1,445,439 ※1  1,419,321

営業利益 452,156 394,219

営業外収益   

 受取利息 170 218

 受取配当金 8,157 10,051

 受取保険金 301 4,570

 その他 8,088 7,098

 営業外収益合計 16,717 21,938

営業外費用   

 支払利息 11,076 7,614

 手形売却損 9,491 10,353

 社債利息 3,729 3,189

 その他 － 35

 営業外費用合計 24,297 21,192

経常利益 444,577 394,965

特別利益   

 固定資産売却益 3,978 524

 特別利益合計 3,978 524

特別損失   

 固定資産除却損 1,233 66

 固定資産売却損 7,077 －

 特別損失合計 8,310 66

税引前四半期純利益 440,245 395,423

法人税等 178,387 151,644

四半期純利益 261,858 243,779
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 440,245 395,423

 減価償却費 181,555 158,664

 売上債権の増減額（△は増加） 315,485 △314,751

 たな卸資産の増減額（△は増加） 152,831 △75,060

 仕入債務の増減額（△は減少） 63,977 △196,332

 その他 △127,972 △41,538

 小計 1,026,123 △73,595

 利息及び配当金の受取額 8,327 10,270

 利息の支払額 △14,805 △10,803

 法人税等の支払額 △264,997 △84,636

 営業活動によるキャッシュ・フロー 754,648 △158,765

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △34,162 △45,239

 有形固定資産の売却による収入 26,597 721

 無形固定資産の取得による支出 △371 △11,681

 投資有価証券の取得による支出 △618 △12,623

 貸付けによる支出 △10,000 －

 貸付金の回収による収入 2,237 2,606

 保険積立金の積立による支出 △18,704 △33,523

 保険積立金の解約による収入 － 56

 差入保証金の差入による支出 △419 △192

 差入保証金の回収による収入 200 3,896

 その他 △2,130 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △37,370 △95,980

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － 120,000

 長期借入金の返済による支出 △127,000 △122,000

 社債の償還による支出 △35,000 △35,000

 リース債務の返済による支出 △949 △972

 長期未払金の返済による支出 △10,150 △10,236

 自己株式の取得による支出 △945 －

 自己株式の処分による収入 11,655 －

 配当金の支払額 △158,172 △113,331

 財務活動によるキャッシュ・フロー △320,561 △161,540

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 396,716 △416,286

現金及び現金同等物の期首残高 1,791,174 2,365,137

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,187,890 ※1  1,948,851
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(会計方針の変更)
「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい
う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下
「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ
た定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込
額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を変更いたしまし
た。
退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四
半期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し
ております。
この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が131,791千円減少し、前払年金費用が158,874千円
増加し、利益剰余金が187,828千円増加しております。また、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税
引前四半期純利益はそれぞれ5,256千円増加しております。

 

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(税金費用の計算)
  当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に
当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

 

(四半期貸借対照表関係)

※１  債権流動化による譲渡残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

受取手形 2,682,030千円 2,809,560千円

預け金 402,304千円 418,590千円
 

(注)  流動資産の「その他」に含まれている「預け金」は譲渡済売上債権のうち、債権買取会社への期末現在の必要

留保金額であります。

 

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

運賃 756,159千円 740,039千円

賃借料 82,587千円 79,628千円

役員報酬 86,640千円 95,640千円

従業員給与手当 187,497千円 195,476千円

貸倒引当金繰入額 △198千円 7,535千円

賞与引当金繰入額 48,767千円 43,332千円

退職給付費用 17,960千円 14,722千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,350千円 9,400千円

役員退職金 6,000千円 －千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

現金及び預金 2,941,890千円 2,702,851千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △754,000千円 △754,000千円

現金及び現金同等物 2,187,890千円 1,948,851千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 158,172 35.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 113,331 25.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、シンナー製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 57円85銭 53円78銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 261,858 243,779

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 261,858 243,779

普通株式の期中平均株式数(株) 4,526,703 4,533,274

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 57円65銭 53円69銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 15,125 7,296

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前事業年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成26年11月10日

大伸化学株式会社

取締役会 御中

應 和 監 査 法 人
 

 

指定社員

業務執行社員
 
公 認 会 計 士    澤 　田 　　昌 　輝 　　

㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   星　野　　達　郎　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大伸化学株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第63期事業年度の第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大伸化学株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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